
















































会ったのが LOHAS である。 LOHAS（健康
と環境を志向するライフスタイル）はいま、
日本における最もホットな新しいライフスタ
イルコンセプトであると同時に、グリーン市
場を牽引するマーケティングの考え方でもあ
る。「サステナブル＝持続可能」な暮らしを、
従来の暮らしより魅力的に表現することによ
って生活者の心をつかみ、同時にビジネスの
発展性と、人々の健康や自然環境の持続可能
性をどう実現することができるのか。ロハス
的な価値観、ライフスタイルはこれからこそ
大きなトレンドになる。企業のマーケティン
グ戦略として、いかに消費者に「マイメリッ
ト感」、納得感を与えることができるかが成
功の秘訣である。今年と去年に行った「日本
の LOHAS消費者動向調査」の結果をベース
に、車や住宅などの具体例を交え、日本にお
ける LOHASの潮流をお話しいただいた。
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講演では、本来ならもっとも自然環境と調
和し、共存すべき産業であるはずの農林水産
業の持続可能性が、いま大きく失われようと
している。土、水、そして生物多様性など、
農林水産業が依拠する根源的な自然資源が破
壊されつつある中、こうした自然資源をいか
に健全な状態に管理していくかが問われてい
る。今後のわが国の食料問題を展望するため
には、環境の視点だけではなく、経済や社会
の視点からも持続可能性について考えること
が重要だ。このような自然資源の持続的な利
用に基づく経済活動を「自然産業」と定義し
ている。全国の農山漁村で地域の人々ととも
に自然産業を育みたい、新しい産品を創造し、
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それを求める人々に届けたい、そして、農山
漁村の有する様々な価値や可能性を顕在化さ
せていきたい。これが「自然産業」を軸とす
る私たちのチャレンジだ。食生活パターンの
変化や輸入食料の増加とともに、わが国のフ
ードシステムは大きな構造変化をとげてきた。
地球環境問題がますます危惧される今日、こ
れからの私たちの食生活、身の回りの自然環
境、そして日本農業は一体どうなるのか。本
当に安全で健全な食料を確保するためには、
何が必要なのか。世界の農業・食料資源の現
状と見通しを概観したうえで、日本の食料安
全保障の見通し、現代日本におけるフードシ
ステムと食品産業界にとっての課題、とくに
農林水産業の持続可能性と自然環境とのかか
わりについてお話しいただいた。
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